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●CNCPはあなたが参加し楽しく議論し活動する場です● 

シリーズ 分かり易い土木 第 5回 鉄道の話 ―軌間ゲージ― 

2 本のレールの上を機関車や電車が走る基

本のかたちは、大昔から全く変わっていません。

そしてその 2 本のレールの間隔を、「軌間きか

ん・Gauge ゲージ」と言います。世界で最も普

及しているゲージは、1,435mm（4 フィート 8.5 イ

ンチ）で、標準軌スタンダードゲージと呼ばれ、

それ以上広いものを広軌、狭いものを狭軌と呼

んでいます。1814 年に、スティーブンソンが蒸

気機関車を走らせ、標準軌の機関車が普及し

ていきました。しかし、当初からゲージが規格

化されていたわけではなく、もっと広いほうが安

定しているとか、効率が良いとか様々な議論が

あり、多様なゲージで敷設されていきます。

1840 年代になるとネットワークが広がり、異なる

線路を接続させたいということから、“ゲージ戦

争”が起こります。そして英国では標準軌に統

一されていきますが、大陸の諸外国では、より

広い機関車も開発され普及します。一方、1860

年頃から、よりコンパクトな蒸気機関車の方が

効率的ではということで、1,067mm（3 フィート 6

インチ）の狭軌やフランスが開発した 1,000mm

のメーターゲージがアジア、アフリカなどで普

及していきます。このような歴史から、現在にお

いても、世界中に広軌、標準軌そして狭軌が

混在しており、我が国が鉄道のインフラ輸出を

進める過程でも、ゲージ戦争に巻き込まれるこ

とがしばしば起こります。さて我が国の鉄道は、

明治維新から始まりますが、1872 年の新橋・横

浜間の鉄道は、1067mmの狭軌でした。私の子

供の頃、お雇い外国人が、“後進国の日本に

は、狭い植民地規格で十分”と狭軌を指導し

た・・・と聞いて、何となく信じていました。しかし

当時の世界が狭軌ブームであったことや狭小

な国土で財政基盤が出来ていない我が国の

急激な欧化政策のなかで、現実的な決定をし

たのではと思います。しかしこのために、明治の

半ばから今日に至るまで、如何にしてゲージを

広げるかという難しい課題に悩まされ続け、つ

いに新幹線へと飛躍することになります。 
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巻頭言 

コロナ禍で思うこと 
 

 

 

シビル NPO 連携プラットフォーム 理事 

（一社）建設コンサルタンツ協会 副会長 酒井 利夫 
 

 

全世界がコロナの大きな影響を受けている。日

本においてもこれまでの社会・経済に内在してい

た様々な問題が顕在化し、具体的な事象から日

本が置かれていた現状を実感させられる状況が

続いているが、一方で新しい動きも見え始めてい

る。 

例えば、マスクや消毒薬、医療用ガウン等の不

足問題は、生産拠点が特定国に偏っていたことに

起因し、その奥には極端な「利益第一主義」的な

グローバル経済という背景が存在していたことに

多くの国民が気付いた。そんな中で 4 月 27 日付

の日経新聞の一面には『配当より雇用維持を。機

関投資家が転換』とあり、「短期的な利益追求より

社会的課題に向き合う方が長期的な成長につな

がると株主の考えが変わってきた」との指摘があっ

た。 

 

また、多くの国民が直接的に対応したことによる

新たな変化も起きつつある。例えばテレワーク、オ

ンライン会議については、これまで中々進まなか

ったが、外出自粛要請の中で、結果的に急速に

普及することとなった。いくつかの課題も指摘され

てはいるが、「どこにいても仕事ができる」、「通勤

ラッシュに耐えながら都心に通勤する必要がな

い」、「遠距離を理由に参加できなかった会議に

参加できるようになった」など効果を実感している

国民も多い。社会構造を変える「きっかけ」となり、

そしてそれを推進する「有効なツール」ともなり得

る新しい流れとして期待したい。 

 

しかしコロナとは関係なく毎年自然災害が多発

している。昨年の台風 19 号も各地に大きな被害

を残したことは記憶に新しいが、その中でもいくつ

かの治水プロジェクト等が完成していたため被害

が最小限に押さえられた例があったことも事実で

ある。例えば台風直撃直後であったものの、鶴見

川流域の総合的な対策が功を奏してワールドカッ

プ「日本 vs スコットランド戦」が開催でき、しかも

正々堂々と日本が勝利し決勝トーナメントに進出

したことは特筆すべきことである。今年も各地で災

害が発生している。特に 7 月の熊本県球磨川の

被害は甚大であった。8 月下旬、現地では、地元

流域自治体と県・国との検証委員会が開催され、

ダムが存在した場合の効果についても確認するこ

ととなったとの報道があった。データや事実に基づ

いて客観的かつ冷静に検証しその結果を今後に

活かしていただきたい。 

 

コロナをきっかけに既に社会が変わりつつある。

今こそ「よりよい社会」へ「変えていくチャンス」と捉

えたい。例えば、自然災害やパンデミック等、社

会に甚大な影響を与える「外力」に対しても「余裕

をもった、強く・しなやかで、安全・安心な社会」に

すべきだと強く思う。また、「思いやりのある社会」、

「短期ではなく長期的志向をもった持続可能な社

会」なども新しい社会に向けての重要な考え方だ

と思う。国民的な議論がなされ、より多くの国民が

共感できる「考え方」が形成され、共有されれば、

よりよい方向に「社会を変えていく」ことも可能であ

ると信じたい。社会を構成する一員として、そして

それを支える「社会インフラ」に関わる者として、

多くの方々と議論を重ねながら自分にできること

から行動を起こしていきたいと思う次第である。 
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コラム 

人生 100 年社会 

 
前シビル NPO 連携プラットフォーム常務理事 

（株）アイ・エス・エスグループ本社相談役 

NPO 法人 SLIM Japan 理事長 

（財）人生 100 年社会デザイン財団理事 中村 裕司 

 

■新財団のご紹介と CNCP 

2020年 10月 1日、（財）『人生 100年社会デザ

イン財団』が発足しました。 

この財団は、東京大学名誉教授・神野直彦先

生（財政学）と東京大学大学院教育学研究科教

授・牧野篤先生（生涯教育）のお二人を代表者に

頂き、人生 100 年時代の個人の生き方と社会制

度のあり方を構想しようとする財団です。 

きっかけは、2 年ほど前に CNCP 通信に寄稿さ

せて頂いた『Gerontology』でした。日本語では当

時『老年学』と訳されていたその研究領域に興味

を抱くと同時に、Gerontology を老年学という医療

領域だけでなく、「高齢社会工学」という、ニュアン

スが civil engineering に近い領域まで広げたい

と考えておりました。 

そこで行き着いたのが、当時東京大学にできて

いた「高齢社会総合研究機構」でした。その副機

構長であった牧野先生と知己を得、その縁から

CNCP サロンに牧野先生をお迎えし講演をして頂

きました。 

爾来 1年余、多くの方々のお知恵とお力を得な

がら、牧野先生のご発案により財団設立の機運が

盛り上がり、約半年間準備作業を進めた末、10 月

の発足に漕ぎつけた次第です。 

■財団を取り巻く背景 

2018年 6月内閣府に「人生 100年時代構想会

議」が設立されて以降、「人生 100 年時代」を謳う

情報が氾濫しています。『Life Shift』の著者リン

ダ・グラットン教授と小泉進次郎氏の対談の影響

もあり、その後「１００歳人生」「１００年時代」等をタイ

トルにした本がずらーっと並ぶようになりました。 

が、その本の内容は“健康で長生きするための

養生訓”であったり、“１００年生きるためにいくらお

金が必要か”、あるいは“高齢者はどのように残り

の時間を充実して生きるべきか”などといったノウ

ハウ本がほとんどです。いわば、長い老後をいか

に賢く生き抜くかのための「老後人生の対策」を述

べたものが目立ちます。 

他方、上の構想会議に呼応するように、「人生１

００年時代」を取り上げた研究や調査も少なからず

見受けられるようになりました。だが、新財団で取り

上げる「人生 100 年社会」は「人生 100 年時代」と

は似て非なる議論となるでしょう。それは「社会」と

いう単語が「時代」という単語と異なるように、です。 

■人生 100 年社会とは？ 

財団の研究では、「人間の共同生活」の総称を

社会ととらえ、人間の集団としての営みや組織的

な営みを社会と考えます。つまり人間が一つの共

同空間に集まっている状態、またその集まってい

る人と人とのあいだの結びつきをして社会と称しま

す。 

したがって、「人生 100年社会」とは 100年以上

生きることが前提となった人間の集まっている共

同空間・組織と、そこに生きる人間の結びつきを

議論の対象として取り扱います。「人生100年時代」

に対し、「人生 100年社会」のほうは有形無形に関

わらず“空間・組織”と“むすびつき”を対象にする

点が特徴です。 

■「ありうる人生 100 年社会」の構図 

未来には、「ありたい未来」「あるべき未来」「あり

うる未来」があります。人生 100 年社会では「ありう

る 100年社会」の構図を描きます。 
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逆に、今すぐ思い付く「あってはならない未来」

や「今後ありえない未来」については、いろんな書

物になかで次のように言われています。カッコ内は

著書名です。 

①65歳で伐採する社会（シン・ニホン） 

②AI-ready化ができていない社会（同） 

③3 段階一方通行ステージ社会（ライフ・シフト） 

④エイジ＝ステージという図式の社会（同） 

⑤つながらない社会（持続可能な「人生 100 歳

社会」に向けて） 

⑥高齢者対応の諸制度 only な社会（ライフ・

シフト） 

⑦ホワイトカラー志向社会（働き方 5.0） 

⑧意識だけ高い系社会（同） 

■今後の活動 

財団は、アカデミー事業、Re-Vive コミュニティ

事業、アクレディテーション事業の三つを軸に、こ

れから活動を進めて参ります。財団にはおよそ 20

名ほどの著名な先生方、官界の方、産業界の方

に名を連ねて頂いております。今後も活動状況に

ついて CNCP の皆様と情報を共有させて頂けれ

ば幸いです。 

 

追記：私は、先の総会において理事を退任させ

て頂きました。2 年間有難うございました。新任は

横塚雅実氏です。これからも応援をしていく所存

です。 

  

共同研究
ハブ社会実装

ハブ

ソーシャル・
イノベーション・ハブ

自治体連携
ハブ

大学連携
ハブ

学習社会
デザインリンク

多世代交流
デザインリンク

産業
デザインリンク

食糧・生態系
デザインリンク

健康・生きがい
デザインリンク

社会インフラ
デザインリンク

空間
デザインリンク

国際社会
連携リンク

（新規）
デザインリンク

学習基盤社会ベース
グランドデザイン研究ベース

人生100年社会
デザイン・ハブ

（一財）人生100年社会デザイン財団
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「身近な土木遺産」シリーズ 第 9 回 

見沼たんぼと代用水と通船堀 

CNCP サポーター／アジア航測㈱ 

土木学会 教育企画・人材育成委員会 シビル NPO 推進小委員会委員 

大友 正晴 
 

 

「見沼代用水・見沼通船堀」と言っても地元以

外の方は、ご存じないと思います。筆者は、浦和

市（現さいたま市）で生まれ育ちました。小学３～4

年生の頃に社会科の授業で見沼代用水・通船堀

を習い遠足で訪れています。当時の見沼代用水・

通船堀は、ただ田んぼの中にポツンと水路がある

だけで、とくに遠足で行ったという記憶以外ありま

せんでした。そんな見沼代用水が、2019年 9月 4

日に国際かんがい排水委員会（ICID）国際執行

理事会において、「世界かんがい施設遺産」に登

録されました。見沼代用水・見沼通船堀は、整備

当時の土木技術を駆使した施設でもあります。 

 

 

 

 

 

 

1．見沼たんぼ・代用水・通船堀 

見沼田んぼは、右の「経路略図」のように、さい

たま市東部の芝川沿いに広がる水田地帯で、江

戸時代に約 1,200Ha の新田として開発されました。

見沼代用水はその水源として整備された延長約

60km の水路です。現在でも見沼代用水は、見沼

田んぼをはじめとした流域の水の供給源として機

能しています。 

見沼代用水は、利根川から取水（見沼代用水

元圦・増圦）して既存河川の利用と新たに掘削し

た用水路で構成されています。途中の河川との分

合流・横断には堰を設けたり（十六間堰、八間堰）、

伏越し（サイフォンと言って地下横断するしくみ）

（柴山伏越）、河川を跨ぐ（瓦葺掛渡井）など土木

技術を駆使して整備されました。瓦葺からは田ん

ぼの東側と西側の縁沿いに分かれて整備され通

船堀に至るものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見沼代用水経路略図 

「見沼代用水と見沼通船堀」パンフレット 

（さいたま市教育委員会編集発行）より 

 

 

 

 

現在の利根川取水後の分水 

（左から埼玉用水路、武蔵水路、見沼代用水） 

 

 

 

■世界かんがい施設遺産とは 

かんがいの歴史・発展を明らかにし、理解醸成

を図るとともに、かんがい施設の適切な保全に

資するために、歴史的なかんがい施設を国際排

水委員会（ICID）が認定・登録する制度で、

2014 年度に創設されました。 

星川 

見沼田んぼ 
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現在の十六間堰（左）と八間堰（右） 

（見沼代用水は右の八間堰に流れます） 

 

 

 

 

 

 

現在の柴山伏越 

（上）元荒川を地下横断 

（黄色の点線）している 

（右）伏越し下流側 

 

 

 

 

 

見沼通船堀は、見沼田んぼの南に位置して田

んぼの東西縁の水路と田んぼのほぼ中央を流れ

る芝川とを結ぶ運河です。見沼通船堀によって荷

物の輸送、特に年貢米輸送などの物流を担いま

した。 

 

 

２．見沼代用水・見沼通船堀の歴史 

見沼たんぼは、江戸時代初期には農業用水の

ため池「見沼溜井」として整備されていました。そ

の後八代将軍吉宗による享保の改革の一環とし

て幕府の財政改革を図るため、見沼溜井の新田

開発が井沢弥惣兵衛為永

に命じられました。井沢弥惣

兵衛為永は見沼溜井の代

わりとなる水源確保のため

利根川から水を引く見沼代

用水を築造したのです。 

 

（右）井沢弥惣兵衛の像（見

沼自然公園にて） 

（下）井沢弥惣兵衛の墓（柴

山伏越脇の常福寺） 

 

 

 

 

 

見沼代用水の整備と同時に、見沼通船堀は、

江戸への米の輸送など舟運のため、見沼代用水

と芝川を結ぶ運河として整備されました。しかし見

沼代用水と芝川との水位差があるため「閘門式」

と呼ばれる方法がとられました。なお、見沼通船

堀は、見沼溜井の際の八丁堤が設けられた北側

に整備されました。八丁堤には「赤山道」が通って

おり、陸上と水上の交通の要所となっていました。

見沼代用水・見沼通船堀を使った通船は、昭和

初期まで続いていました。 

３．見沼通船堀の構造 

見沼通船堀は、先にも述べましたが、見沼田ん

ぼの東縁と西縁に流れる見沼代用水と田んぼの

中央を流れる芝川を結ぶ約１kmの「閘門式」運河

であります。見沼代用水と芝川とは約３ｍの高低

差があります。この高低差を調整するために東西

現在の見沼通船堀（東縁） 

※復元された通船堀、手前が一の関先

に、二の関が見える 

瓦葺掛渡井跡（左）と現在（右）は綾瀬川

を伏越手前の水門（東縁・西縁に分岐） 



 

  7   

 

に木製の関を設けて水位調整することで通船を

可能としました。 

見沼通船堀（閘門式運河）の模式図 

（さいたま市 HPより） 

筆者が小学生の頃には、木製の関などがあっ

たのか定かではないくらい目立たないもので、当

然のこと、「閘門式」の仕組みなどは全くわかりませ

んでした。ただ授業で、パナマ運河よりも古い世

界最古の運河だと教わりました。今では、世界的

にも見沼通船堀よりも古いこの閘門式運河がある

ことが分かっています。現在見沼通船堀は、木製

の関などが復元され往時をしのぶことができます。

毎年 8月には「閘門開閉実演」を行っており、見沼

通船堀の仕組みを知る機会もあります（今年は中

止されました）。 

4．見沼田んぼをあるく 

かつての見沼たんぼは、様変わりしつつあります。

近年では、公園施設（市民の森、大宮第二公園、

合併記念公園、大原サッカー場、七里総合公園、

見沼自然公園などなど）、公共施設（さいたまクリ

ーンセンターなど）、学校、病院などと用途も多岐

にわたってきています。 

しかし、まだまだ自然も豊かで、いまだに水田・

畑など耕作地として使われている所もあります。ま

た、野鳥の宝庫として 60 種類以上の鳥類を見る

ことができます。先日新聞に見沼田んぼに狐が 50

年ぶりに帰ってきたとの記事が載っていました。狐

がいるという事は、その他の小動物なども戻ってき

た証拠だと言ってました。 

見沼代用水沿いには桜が植えられており筆者も

桜の下を何度も通っております。地元では平成 25

年度より「サクラサク見沼田んぼプロジェクト」とし

て桜の植樹を進め、総延長約 20km を超えた日

本一の桜回廊が形成されました。筆者も開花時

期には桜のトンネルの下を車で通ることがあります

が、とても壮観で美しい世界を味わうことができま

す。 

 

 

 

 

（左）中山神社    （右）氷川女体神社 

また、見沼田んぼ周辺には氷川女体神社をは

じめ神社仏閣も多くあり、博物館、農産物販売所、

飲食店など、散歩するにはもってこいの環境にあり

ます。 

皆さんも一度散歩をしてみませんか。 

 

 

 

 

 

 

■参考資料 

①見沼～水と人の交流史～、令和元年 10 月、

さいたま市立博物館 

②見沼 その歴史と文化、平成 12年 8月、浦和

市立郷土博物館 

③見沼代用水と見沼通船堀、2010年 8月、さい

たま市教育委員会 

④見沼通船堀、2008年 9月、さいたま市教育委

員会文化財保護課 

⑤見沼通船堀 再整備事業の概要、2019 年 5

月、さいたま市教育委員会文化財保護課 

⑥https://www.city.saitama.jp/004/005/006/ 

008/ index.html「見沼通船堀」 

⑦見沼田んぼ見どころガイド―2020―、令和 2

年 3 月、さいたま市都市局計画部見沼田圃

政策推進室 

  

■唱歌「案山子」発祥の地記念碑 

「山田の中の一本足の案山子～

♪」という歌詞はどなたもご存じ

の童謡ですが、この作詞者が地元

出身の武笠 三です。記念碑は、

見沼氷川公園内にあります。 
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土木と市民社会をつなぐ事業研究会報告（その3） 

 

第 5 回研究会において第 6 回研究会からは

ブレーンストーミングの結果を受けて「インフラ

メンテ」,「災害対応」,「地球環境・エネルギー問

題・廃棄物対応」「中央と地方との格差対応」,

「国や地域の将来ビジョン」を社会的課題とし

て毎研究会で一つずつ取り上げてこれらの課

題を CSV 注釈）の視点で探って行くこととしまし

た。CNCP通信（Vol74）では第 6回研究会にお

いて取り上げました「インフラメンテ」について報

告しましたが、CNCP 通信（Vol78）では報告（そ

の 3）として第 7 回研究会において取り上げた

「災害対応への貢献」の報告です。事前にメン

バーから提出頂いたメモは下記の 7 件でした。

なお、CSV の視点とは①CSV 活動領域 ②社

会的価値提案モデル ③収益モデル ④取り

組みの連携・協働の 4つの切り口です。

 

 

 仮 題 提案者 

① 災害復旧・復興支援事業 岩崎 肇   （熊谷組） 

② 地域防災の協働・代行事業 酒井喜市郎 （鉄建建設） 

③ 防災インフラ見学・学習事業 加古 慎   （鉄建建設） 

④ 伊豆諸島・防災支援事業 松田 和繁  （元熊谷組） 

⑤ 地域防災・復旧・復興支援事業 田中 努  （CNCP） 

⑥ DCM地域づくり支援事業 辻田 満  （CNCP） 

⑦ ゼネコン主導型・防災支援事業 山本 卓朗 （CNCP） 

出されたメモの分析・評価を行った結果、下

記の 4つのプロットモデルに整理されました。 

事業モデルⒶ ；地域防災の支援事業 

事業モデルⒷ ；大規模震災への DCM 支

援事業 

事業モデルⒸ ；避難誘導への CSV商品開

発事業 

事業モデルⒹ ；世界の大規模森林火災へ

の防災事業 

本来ならばここでⒶ～Ⓓの 4 つのプロットモ

デルについてそれぞれ更に具体の事業として

の組み立ての検討に入るべきところだとは思い

ますがここで一旦その作業は留めておいて次

の課題の検討に入ります。そして前述した 5 つ

の全ての課題が一巡した段階で、更に各課題

に対する事業化への取り組みを研究します。次

回の第 8 回研究会のテーマは「新事業への貢

献」とします。主として①地球環境②エネルギ

ー③廃棄物処理を取り上げます。なお、第 7 回

研究会からメンバーに佐藤工業が加わり 

ゼネコンメンバーは熊谷組、鉄建建設、西松

建設、前田建設工業、奥村組、佐藤工業の 6

社となりました。 

注釈：共通価値の創造（CSV）とは社会的課

題を工夫のある事業で解決を図ると共に合わ

せて企業価値の向上を図る事業を称します。  

◆部門活動紹介：事業化推進部門 
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会員からの投稿 
 

最近の小事・・・無くしたもの・・・ 

 
シビル NPO 連携プラットフォーム 正会員 

宮崎県 有限会社 仁礼 

星野 隆幸 

 

2020 年は新型コロナで始まった、いまだに出口

は見出せないでいる中、毎日新型コロナの名前

が氾濫している。では、新型コロナとはいったい何

者なのだろうか。コロナウィルス自体は、さほど珍

しくないと言うか、毎年冬になると患者が増える風

邪の原因ウィルスの一つなのである。ウィルスの表

面に特徴的な突起物があり、その見た目、もちろ

ん電子顕微鏡でしか見ることが出来ないのである

が、王冠（crown）に似ていることからギリシャ語の

王冠を意味する corona（コロナ）と付けられた。

2019 年中国で発見され今回の騒動の主である、

コロナウィルスは、コロナウィルスの一種であるが、

今までと違う性質の新しいウィルスなので「新型コ

ロナウィルス（COVID-19）」と呼ばれるようになった

のである。世界中で、沢山の方が感染され、沢山

の死者を出していまだに衰えない厄介者なのであ

る。日本政府も、「新型コロナウィルス感染症緊急

事態宣言」を発令し、感染拡大防止、各自治体も

追随するように感染拡大防止に努力している。仕

事も遊びも自粛の中、経験のない 1年を皆が過ご

しているのである。 

さて、新型コロナは、風邪の新型なので、風邪

の感染防止の第一は、安静にして寝ていることで、

つまり隔離して他人と接触しないことだと単純な私

は考えていた、法的な事、政府の事、経済の事等、

難しい事は横に置いておく事にして、他人に感染

させないようにするには他人に会わない事が一番

いい方法であるのは間違いない、そしてそれを決

断したのは、自分自身であり、家族であった、つま

り、誰かに言われなくても行っていたのである。で

は、現在は、どのようになっているのだろうか、法

律で決まったことだからだとか、何か理由付けが

無いと動くことも出来ず、決断する事も出来なくな

ったのだろうか、他人に感染させないとは、他人を

思いやる事、特定の他人で無く、自分以外全ての

他人の事であった、自分自身以前に他人を考え

自分自身で決断行動する事であった。今回のコロ

ナ騒動で感じたのは、日本人の記憶の中に確か

に持っていた何か大切なことをいつの間にか無く

してしまったのでは無いかと言う事である。 

東京日本橋に水天

宮がある、安産と水

難除けで有名なお宮

さんである。知り合い

の安産祈願に犬の置

物を購入した、何の

変哲も無い、手のひら

に収まる大きさで、竹の籠を頭に乗せている。何

故、安産祈願の置物になるのか、 

① 犬は、多産でお産も比較的軽いらしく安産

の象徴 

② 籠の形状は穴が多くあいている、穴で風通

しがよく風が抜ける、風が抜けるから風邪が

抜けるとなり、赤ちゃんが風邪を引かずに

健康にすごすようにと言う祈願 

③ 籠の素材の竹、この竹が実は非常に大事

で、竹以外では成り立たないのである、犬

の頭上に竹製の籠を乗せている、漢字で

考えてほしい、犬の上に竹、竹冠に犬つま

り、笑と言う漢字になるのである。赤ちゃん

が笑顔で暮らせる家庭はいつも幸せな家

庭につながると言う想い。 

どうであろう、日本人は、こんな小さな土人形と

竹籠でこれだけ沢山の願いを肉親を含む他人に

想いやることができたのである。 

2011年の東日本大震災、2016年の熊本地震、

今年も熊本球磨地方豪雨災害等と、自然災害が

立て続けに日本を襲っている、特に 2011 年の東
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日本大震災発生時の日本人の行動は世界の

人々から、これほど民度の高い国はないと賞賛を

受け、21 世紀の奇跡とまで言われたのであるが、

最近の報道にみる日本人の行いはそれに見合っ

ているのだろうか。お年寄りを狙った電話での詐

欺事件、車を使ったあおり運転、ぶどう等の農作

物や家畜を狙った窃盗、駐車している車へのいた

ずら、報道の良し悪しはこれも横に置くとして、な

んと民度の低い事件であろうか、子供の頃、両親

から教えられたのは、たった一つ、「他人に迷惑を

かけるな」であった事を思い出すに、なんて深い

教えであったのかをあらためて感じている。 

最後に少しだけ近況を報告します。今年度から本

格的に、地元にある宮崎大学と共同研究をする

事になり、田舎の弱小企業としては大変名誉な事

と感激すると共に責任を感じている所です。内容

は、近年普及した UAV（ドローン）を利用した研究

で、弊社は、熱感知赤外線カメラを搭載したドロ

ーンで協力することになっています。 

地元日南市に熱感知赤外線カメラ搭載ドロー

ンを所有する企業は無く、まだまだ、ノウハウも未

熟でありますが日々精進中です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

通常写真 赤外線（白色高温） 赤外線（温度色分け 部分） 

赤外線写真のサンプル 
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サポーターからの投稿 
 

10 年目の所感 

 
シビル NPO 連携プラットフォーム サポーター 

飛島建設株式会社  

松尾 和昌 

 

■はじめにお断り 

中堅ゼネコンで広報業務をしております。一応

土木技術者ではありますが、この寄稿文には技術

的なことやＣＮＣＰの活動目標的なことは一切書い

ておりませんので、ご容赦下さい。 

2010年 4月から広報業務に従事しておりますと、

数式とか研究論文とか全く縁のないものとなりまし

た。その前は約 20 数年間土木設計業務でしたの

で、あまり時間的余裕もなく、家族には迷惑をかけ

たと実感しています。 

広報 2年目くらいの時から、「広報は暇な方が良

い」「定時退社が良い」と確信いたしました。なぜな

らば忙しくなるのは、会社にとってネガティブな事柄

が発生した時のみと言っても過言ではないからで

あります。会社にとってポジティブな事柄が発生し

た時は、ちゃんと 8 時間の勤務時間で終われるの

です。 

以下、私の広報生活 10 年目の印象に残ったこ

とを綴ります。 

■数学（算数？） 

どうも広報の仕事をしていますと定性的なことが

多く、数字を扱うときも足し算や掛け算で済んでし

まい、もはや技術者ではないと感じてしまいます。

そんな時は円の面積の求め方を考えることにして

います。そう小学生の時習ったアレです。今でもこ

れは数学の素晴らしさを表しており、導いたお方は

天才と思っています。円の中心から外側に物凄く

微細にスライスし、それらを上下交互に並べて長

方形にし、面積＝πｒ２というもの。文句をつけよう

がなく、スッキリしますよね。この「スッキリ」感が大

事で、私が広報業務の中で大切にしている中の一

つです。技術のプレスリリースでもＩＲのプレスリリー

スでも。少々難解な事柄もわかりやすい文言にす

ることが、記者さんのみならず市民社会に受け入

れていただく大前提だと思います。 

■イノベーションマインド 

先日ある方の講演で、こんなことを仰っておられ

ました。「イノベーションと技術の進歩は同じと思っ

ている方も多いと思いますが、実は全く異なるもの

です。イノベーション≠技術の進歩、イノベーション

＝路線転換、もしくは価値次元の転換である。」と。

なるほどそうなんだと意識改革いたしました。例え

ば一昔前のウォークマン、あれは新しい技術でも

なく、ただ単に小型化し再生させて聴くだけのもの

ですが、イノベーションですから大ヒットしました。酒

のワンカップ○○もそうですし、最近ではレッドブル。

日本人が同じ形の瓶で栄養ドリンク剤を飲んでい

る光景を見て、容器をカンにして売り出したら海外

で若者に大ヒット。（今は日本でもありますが） 

技術を進歩させることは当然必要ですが、多大

な労力やお金が掛かります。ならば既成のモノや

技術を応用ではなく、価値次元を転換させて、何

かできたらと思っております。やはりキーは、20代 30

代の方がどのようなことを望んでいるかでしょうか。 

■価値あること 

ネット社会である今日、「価値がある」ということは、

①役に立つ、②便利で使いやすい、③魅力的な、

④探しやすく迷わない、⑤アクセスしやすい、⑥信

頼できる、とされています。これはネット社会に限定

されることに限らず、すべての事柄に通ずると思っ

ています。忘れてならないのは、そう判断するのは

人であり、体験を通じ 

判断するのです。もっと言うと、ＡＩに判断させて

はいけないのです。７つの項目を全部クリアできれ

ば良いのですが、現実はそうもいかず、少なくとも

半分以上クリアするべく広報業務を行っています。

私どもゼネコンの世界は、なかなか一般の方々か
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ら縁遠い世界に見られがちですが、「信頼できて魅

力的ですよ」と敢えて声に出さなくても済むような社

会にしたいと思います。 

 

■おわりに（電気のありがたやと市民社会との

距離） 

雑多なことを思いつくまま述べてきましたが、こん

な中身のない文章でよいのかと危惧しております。

ですが終わりに二言。一言目、私は千葉県市原市

に住んでおりますが、昨年の台風 15 号でかなり長

い期間停電生活を強いられました。この新型コロナ

の影響で、リモートだニューノーマルだと叫ばれて

おりますが、電気の力に頼らざるを得ません。すべ

ての住宅に超小型蓄電設備か超小型発電機がほ

しいなあ。二言目、建設業界と市民社会との距離

感ですが、ハグの距離感ではなく、ハンドシェイク

の距離感が良いと思っております。時には意見対

立もあるでしょうし、論戦（喧嘩）もあるでしょう。広報

と報道機関（記者）の距離感と同じと思います。通

常は握手の関係ですが、1,000 に１回位殴り合える

関係、即ち本音を言い合える距離感が良いのです。

ハグだと相手を見て喧嘩できませんから。 
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緊急企画 紙上ワークショップ 

 

With コロナのシビル NPO  

 

With コロナの社会や暮らしの変化をどうとらえ、シビル NPOにはどのような役割を果たすべきか？ 

これからの私たちの活動の方向性を見定めるうえで、大きな変化であることは間違いありません。 

Vol.75（2020/7）でみなさまからのご意見を募ったところ、多数の回答をいただきました。 

これからの議論が展開されることを期待し、みなさまからの回答をそのまま掲載いたします。 

※紙面の都合上、回答者の敬称を省略いたしました。あしからずご了承ください 

氏名 

 

社会や暮らしの変化 シビル NPOの役割 

三上 靖彦  1 オンライン化やソーシャルディスタンスの確

保、地産地消が当たり前の社会が到来する。 

コロナ後の地域社会のグランドデザインを示

すことが期待される。全体像と分野ごとの将

来像の提示を。 

2 オンライン化の進展により、「バーチャルと

リアル」「デジタルとアナログ」のハイブリ

ッド化と、低層低密分散型の社会が到来す

る。 

「バーチャル化・デジタル化」をサポートす

るインフラとは。最後まで必要とされる「リ

アル・アナログの世界」とは。これらが共存

する低層低密分散型社会の在り様を提示す

る。 

3 ソーシャルディスタンスの確保のために、歩

道幅員が拡張され、公共交通よりマイカーや

自転車が利用されるようになる。ウォーキン

グも活発になる。 

公共交通の活用を前提としているコンパクト

シティを都市の将来像とする現在の都市政策

に対し、ハード面での在り様を抜本的に再構

築する。 

4 高速交通網を前提とした遠隔地からの大量輸

送に頼らずに、必要なものは地元で調達する

地産地消が当たり前の社会が到来する。 

エネルギーや人材を含め、必要な資源は地元

で調達する社会＝キャッシュアウトしない社

会づくりを提案する。 

山崎 晶 1 密のメリットでここまで集中した東京一極集

中は間違いなく変容する。地方の捉え方が変

わる。 

訪問でなくメールや WEB会議で他の NPOや諸

機関などと打合せを行うべき。他機関もコロ

ナで、考えるべきこと多く、悩みも深いは

ず。訪問不要なので費用も掛からない。 

野村 吉春 

  

  

  

1 一般論で言えば、時計の針が止まった。不便

ばかりということになる。 

NPOには「何もできない！」という意見が

95％（広島 NPOセンター調べ）の状況下で時

計の針を回せるのか。 

2 不便ゆえの新たな発見もあった。オンライン

帰省や墓参など、家族間でのデジタル機器の

活用法など。 

(既に着手済みだが‥） 

オンライン会議への切り替えでとりあえずは

CNCP内部のコミュニケーション。 

3 残念ながら、身内以外の「外部との交友や交

流」が大幅に減少した。 

CNCPも外部とのコミュニケーションが減少

したので、｢オンライン型の CNCPサロン」に

切り替えて外部と繋ぎたい。 

4 LINEや Facebookでは、広がりが小さいの

で、Ｕチューブやウェビナーでの意見発信を

模索中。 

CNCPの社会的な提言を、｢ウェビナー」で外

部に広く公開・発信してはどうか。 

(基本、メールでの案内が先行する） 
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5 息子ら(東京・大阪)は、在宅勤務、オンライ

ンでの指示・協議など、DX体制への更なる

取組が進行している。 

(私にも責任があるが‥)  

CNCPの顧客へのサービス拡大には「顧客の

データベース化」という DX強化が不可欠と

なる。 

6 善良な市民は、コロナ禍から身を守るため

に、自他の健康を何よりも優先した。 

(内・外の経営理念として) 

如何なる社会、企業、団体も「健康経営｣を

軽視している組織は淘汰される。 

7 (地方圏ら見れば) 東京一極集中がコロナを

培養し、全国に拡散させるという被害に見え

る。 

(国土経営として)  

過度な東京一極集中ではなく、地産地消的な

｢地域自立圏を描く」必要がある。 

8 コロナ禍という緊急時には、国政のグリップ

が機能せず、むしろ地方の有能な首長に信頼

が集まった。 

(政策的な意識として)  

中央政府の全国支配ではなく、地方に権限と

財源を大幅に移譲する必要がある。 

9 時計の針を回すには、これまで｢変わりたい

Better」から、「やらざるを得ない Must」

へというメリットを生かす。 

コロナ禍で重要なことは「仮説を立てて実行

に移す」～その心は「今でしょ！」CNCPに

はスピード感を求めたい。 

10 人は悪いことが起きた時には 3つの選択があ

り、①出来事に縛られる？ ②打ちのめされ

る？ ③もしくは強くなるか？ だと言われ

る。(ベゾスの書簡) 

(CNCPとしての選択は) 

③を選択し、コロナ禍を奇貨として捉え、さ

らに強くなる発想を持ちたい。 

鈴木 章悦 

  

1 リモート勤務が定着する業種が明文化し、働

き方改革の差別化が進んでいく。 

インフラ業界等における働き方の海外事例紹

介や日本への導入可能性等の提言を行うこと

が期待される。 

2 リモート勤務増加に伴うオフィス及び会議室

需要減により、公共交通機関利用者の減や都

心再開発の進行が鈍化する。 

余剰床の利用形態や地域活性化の打開策、イ

ンフラ保全や整備の在り方についての提案や

活動が期待される。 

布施 尚行 1 対面での機会が少なくなり、対話不足が生じ

るが、日本人は空気を読む力が強いので、そ

のツールの開発が進む。 

世界と日本の違い（世界の常識）について独

自に警鐘を鳴らして欲しい。 

元木 義隆 

  

  

  

1 現在、職場の出社率は 20%程度となってい

る。通勤電車もかつての満員状態は見られな

くなった。 

鉄道各社は運賃収入以外に新たな業種への参

入が必要になってくる。インフラや設備投資

などを積極的に提案するチャンスと考える。 

2 在宅ワークの影響を最も深刻に受けるのは、

家族ではないかと思う。家族も生活リズムの

変化を強いられている。 

企業が自宅から 30分圏内くらいの所に通信

機器を完備したレンタルルームを準備するこ

とで、企業活動が首都圏周辺に分散され、本

社支店ビルの有効活用につなげる効果も期待

できる。 

3 誰もが健康を意識し、自らの身を守ることの

大切さを、深刻に捉えるようになった。 

生活習慣病やメタボ対策からライフスタイル

の変化が進んでゆくものと考える。運動や旅

行、登山などではまだまだインフラの整備が

追いついていないと思う。 

4 夜のコミュニケーションの場が極端に減って

しまった。After コロナになっても、この傾

向は続くだろう・・・。 

シビル NPOとの関りが見え難いですが、他の

世界との関りや情報交換の場としての「夜の

飲食店」は欠かせないと思う。それぞれが、

意識改革を進め、悪玉コロナから身を守るし

かないと思う。 

吉川 良一 1 テレワークが一般化することにより、人流は

減少するが、物流や情報の流れは飛躍的に増

大する 

全国をネットワークで結ぶ、強靭なインフラ

の整備、維持に必要な予算確保のための世論

形成が求められる。 
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成岡 茂 

  

  

  

  

1 個人や家族という基本単位がベースとなり社

会とのかかわりを持つ形が基本となる。自己

研鑽型社会 

土木や建築の基本課題を整理して社会に発信

する役割が益々求められる。 

2 住まいや自然の大切さが更に見直される。住

宅と庭、林、森、山林の価値がクローズアッ

プされる。 

土木構築物（道路、橋、管渠など）と建築物

は、左欄の価値観の下にその必要性が位置付

けられる。 

3 新自由主義ではなく社会的弱者、人間の価値

が重視される。お金万能社会ではなく心の豊

かさが求められる社会となる。 

シビル NPOの役割が専門分野と市民をつなぐ

専門家としての役割が一層求められる。 

4 災害対策は、自然災害だけではなく感染リス

ク対応が求められる。人が日常生活を維持で

きなくなった場合の対応だ。 

災害対策の解決をトップダウンの施策ではな

く、市民の思いを尊重した解決を模索する役

割を担うことが求められる。 

5 東京一極集中や超高層建築が見直され、自然

豊かな田園や地方の価値が再認識される。建

築のあり方も変わる。 

CCRCやうなぎプロジェクトなど地域の活性

化と高齢者の居場所づくりの活動が重要とな

ってくる。 

酒井喜市郎 

  

  

1 ONLINEで情報を受けられる人と情報弱者と

の間の格差が大きくなる。 

情報弱者への NET機器導入支援、教育支援 

2 窓口業務や対面業務が ONLINE化されること

により、これらの業務に従事している人々の

大量失業になる。 

人手不足の業界に関する情報発信、人材紹介

など 

3 一カ国あるいは特定の地域に偏りがちであっ

たサプライチェーンが変化し、マルチサプラ

イに移行する。 

変化するサプライチェーンに対応可能な社会

インフラ整備への提言 

小松崎暁子 

  

  

  

1 毎朝、通勤することがなくなり、リモート会

議が日常的になり、移動時間が短縮されて、

生活にゆとりができる。 

分離していた「生活」と「仕事」が融合して

いけるような環境づくり。 

2 長期の休日を大自然の中で過ごす人が増えて

くる。 

  

3 学生はオンライン授業となり、通学しないの

で学校で友人関係を広げるのが難しくなる。 

大学と企業のマッチング。学生も社会とつな

がりが持てるようになる。 

4 食品や日常品はほぼインターネットで購入す

るようになり、日常的にテイクアウトの飲食

物の配達を利用するようになる 

地方の特産物が首都圏で手に入るように、個

人と第１次産業をつなぐしくみの構築。 

田中努 1 一極集中から「極」の無い分散化が進む。出

社と在宅の併用が進み、ユビキタスが進む。 

自給自足のような地元の仲間と組む活動と、

逆に WEBで遠距離と繋がる活動が、増える。 

和久昭正 1 地球温暖化による影響で、豪雨が増加する傾

向にある。その一方で、地方の都市化により

水田や田畑の減少、道路の舗装の普及により

自然のダム機能が失われている。その結果、

内水被害が増加する傾向にある。 

熊本の河川氾濫による浸水被害の原因の一つ

に、国が計画していたダム建設が住民の反対

により実施できなかったことがある。シビル

ＮＰＯは、インフラ整備の重要性に関し、住

民の理解を深める活動をすることが重要であ

る。 
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2 （建設コンサルタント業としての回答） 

業務の実施に関しては、在宅勤務でもオンラ

イン（テレワーク）で“ある程度”実施可能

であることが実証された。 

一方で､専門書や資料(地質調査や図面類）

は、オフィスに一括管理されているため、

100％在宅勤務は難しいことも判明した。 

高齢者や基礎疾患保有者が出勤せずにテレワ

ークを実施するうえで必要となるコンピュー

タ操作技術（ワード、エクセル、パワーポイ

ント、ＣＡＤ等）教育を支援する。 

3 研修関係の業務は、オンラインによる研修に

なるが、講師の熱意や意図が受講生に伝わり

にくく、効果が上がらないという欠点が明ら

かになった。 

とくになし。  

神 弘夫 

  

  

1 テレワーク、二地域居住がさらに加速度的に

普及し、南房総地域の環境の良さから、移住

などの需要が高まるだろう。 

テレワークや二地域居住需要の高まりを受

け、高齢化した南房総地域の街住民がこれを

受け入れる準備を助ける 

2 南房総地域などの過疎地域では、感染症への

恐怖から公共交通から自家用車への転換が一

層進む 

自動運転や個別の免許の要らないシニアカ―

などへの転換を促すよう、まちづくりを自治

体と連携し進める 

3 高齢化した社会では、感染症リスクを考慮し

た公共施設が必要になるが、高齢化した地域

住民だけでは対応できない 

CNCPは高齢化社会における感染症リスクを

減少させるユニバーサルデザインをまとめた

い 

山本 卓朗 

  

  

  

1 自治体国際化協会の資料：日本のテレワーク

２０％。コロナ過の主要国は 60％以上。テ

レワークが急速に広がる。 

シニアはガラケイ使用者も。高齢者の情報化

のサポート。Cncpがまず実装することか

ら。 

2 防疫避難を想定した生活へ。地方と都市での

2重生活。マルチハビテーションの現実化。

地方分散の新しいニーズ。 

南房総プロジェクトの新しいニーズとして研

究。実行可能案を探る。 

3 災害避難拠点つくりに加え、防疫避難拠点が

必要に。都心型。とくに東京対象。再開発プ

ロジェクトの見直しへ。 

プラットフォーム事業の一つとしての提案を

めざす。 

4 基本論として。自然災害対策の新しい課題と

して、感染対策が浮上。シビル分野の役割の

追加へ。 

基本論として。感染対策、防疫対策を新たな

シビル分野のニーズとして加えること。 

山岡 和彦 1 効率重視のジャスト・イン・タイムから危機

からの回復力あるジャスト・イン・ケースへ

の転換が必要 

気候変動がもたらす危機に立ち向かえる“レ

ジリエンス”の再検討と結果の提言 

河野 一嗣 
 

●人を集めるイベントやライブハウス等、物

理的に「集める」前提のビジネスは消滅す

る。 

・面積当り単価 ⇒ 客単価。 

・リアルイベント（映画館、ホール、劇場）

は、リアル参加は高額に＆有料ネット配信も

普及。 

①  「南房総 CCRC」のような首都圏郊外の

「生涯活躍の街」構想を、土木や CNCPの視

点で世の中に積極的に広げていくこと 
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●接触しない／集まらない前提で、暮らしが

変化。 

住まい選びが変わる。 

・宅パーティ ⇒ オンラインパーティに。

「オンライン映え」する部屋の作り。 

・遅延ないネット環境が条件に。仕事だけで

なく、趣味や友人とのカラオケ等の為に高速

化投資。 

・駅や都心に近い ⇒ 価値が減少 

・近所に公園や散歩道が多い ⇒ 価値大に 

コミュニケ―ションは文字や写真 ⇒ リアル

タイム動画が多用に。 

②  「地方のコンパクトシティー化」と

「withコロナ」を両立させる提言を積極的

に発信しリードしていく。 

※ コロナ進展でコンパクトシティー推進と

は真逆の流れになる可能性あり、そうなると

地方自治体はさらに疲弊する。 

  
【今回のパンデミックを教訓に軌道修正、軸足の加重変更すべきこと】 

藤本 貴也 

   

1 集中から分散へ 

＝＞地方の振興 

・広域交通網（基本計画路線を含む新幹線、地域高規格道路を含む広域高速道路網交通基

盤、空港・港湾の整備とアクセスの向上) 

・安全基盤の整備（防災対策、リダンダンシーの確保) 

＝＞大都市中心部 

・ゆとり空間の創出（首都高地下化等）、安全性の向上（木密地域の高規格堤防と再開発

等） 

2 自然との共存（自然の保護と共存、森林・里山の整備、原生林の保護・野生生物の保護に関

する国際協力、ｅｔｃ） 

3 働き方改革（テレワーク、サテライトオフィスの拡充、時差出勤、オンライン会議、etc） 

4 ＢＣＰの強化（サプライチェーンの多様化（国内外）、ｅｔｃ 

5 物流の強化（消費行動の変化、通販の普及への対応、ｅｔｃ） 

（貨物車の自動運転技術の向上、高速道路上の隊列走行技術、ｅｔｃ） 

6  多様性の尊重 

7 省エネ/プライベート・ビークル・・・徒歩、キックボード、自転車等の安全・円滑な通行

帯の確保。自動運転の普及 

8 格差の是正 
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10 月の会議予定 

10 月 6 日(火) 14:00～15:00：総会 WEB 

10 月 13 日(火) 14:00～16:00：経営会議 

9 月 30 日現在の会員数 

法人正会員 15、個人正会員 31、法人賛助会員 29 合計 75 

サポーター124(メールの届かなくなったサポーターを消去しました) 

事 

 

務 

 

局 

 

通 

 

信 

 

特定非営利活動法人 

 
〒101-0054 東京都千代田区神田錦町三丁目 13 番地７ 

名古路ビル本館 2 階 コム・ブレイン内 

事務局長 内藤 堅一：info@npo-cncp.org  

ホームページ URL：http://npo-cncp.org/ 

お問い合せは 
こちらまで 

11 月から CNCP 通信の紙面が変わります 

 

10 月号までは、事務局長内藤堅一と事務局員松本健一で担当してきました。 

Vol.78 まで、原稿依頼、収集、編集を終盤は、2 人で担当していました。 

長い間、執筆等にご協力いただき、また CNCP 通信を読んでいただきまして 

有難うございました。 

 

11 月号から新事務局長の田中努が新しい体制を作って担当します。 

紙面の編成も新しくなります。お楽しみにして下さい。 

mailto:info@npo-cncp.org

